























































るとも言える 。以下に名詞の変化の例を挙げる (Cf 吉田，2010) 
(l-a) koto 家 koto旦 家工 /ι koto呈:家主主 kot出 家主
(I-b) sunnuntai・日曜日 sunnuntai盟。 日曜日 ι



















(Mina) Syon paljon 
(Sina) Syot palion 
Han syo palion 
複数
(Me) Syomme palion 
(Te) Syotte paりon
He syovat paljon 
文として生成する際には， 1人材、と 2人称は省略することが可能であり，
その方が一般的である O それをわかりやすくまとめたものが表 2の変化表
である。 r ~ はたくさん食べる」をそれぞれの人称代名詞を主語として産









フィンランドの Jyvaskyla(ユパスキュラ)にある中学校に通う 8年生(13 
29 
または 14歳)30名を調査対象とする。ほぼ全員が，小学校 3年生 (8また
は 9歳)から第一外国語として英語を選択した学習者である 。つまり ，彼





等学校 2年生(16または 17歳)で，彼らの多くは英語学習歴が 5年 目で
あった。
3.3 調査の時期






























と推測 される単語については，pulla (cinnamon buns)や jaakiekko(jce hockey) 
などフィンランド語の下に英単語を提示 し，単語の違いで使われる構文に
多様さが生じないように設定された。
表 3 各聞いのキーワー ド
Q フィンランド音苦 英語 日本語
l huomena / koe tomorrow / test 明日/テスト
2 joulu / talvi December / wIl1ter 春/さく ら
3 pulla / Suomi cinamon buns / Finland うどん/香川
4 Suomi I sauna Finland I sauna 日本/地震
5 Saara / sihnat / kaunis Saara / eyes / beautiful よしこ/目/きれい
6 Kanada / jaakeiekko / vahva Canada / ice hockey / strong ブラジノレ/サッカー /強い
7 tammikuu / limi / palijon January / snow / much 6月/雨/多い









中でも適文率の平均が高い Q5，Q6， Q8に着 目する。まず Q5に関して
は， 日本人高校生も 全体の中では最も高い適文率を得た設問であった。
[ Saara / eyes / beautifu] のキーワードから 書かれた英作文は ISaaraは 目が
きれいだ。」や ISaaraの目はきれいだ。」 を英文にしている。設定した例
文が彼らには簡単であったと考えられる 。Q6 に関しては， [ Canada I ice 
hockey / strong] のキーワードを使用して書かれた英作文は I (スポーツな
ど)~が強い。」 にあたる‘be strong in-'のイディオム覚えている生徒が多
かったので適文率が高い。また ，イ ディオムを使用せずとも ，“Canadais a 
ー ???
strong ice hockey team."など主語に適した動詞と 補語を産出することができ
ている。Q8に関しては，[a mobile phone / music / listen 1のキーワードを
使用して書かれた英作文には 1名のみが“amobile phone hear music."と産出
したが ，大多数は“1can listen music with cell phone."と産出することができ
ていた。
表4 各英作文の適文率 (%)
フィンランド中学生 (N=30) 日本人高校生 (N=231)
QI 75.9 41.4 
Q2 75.9 26.3 
Q3 73.3 39.6 
Q4 65.5 43.8 
Q5 93.3 45.8 
Q6 80.0 18.1 
Q7 40.7 23.2 
Q8 77.8 16.5 
Avg 72.8 31.8 
ここで誤りとカウン 卜してはいないが 1つ補足すべき点がある。フ ィン
ランドの中学生が書いた英文にはキーワー ドとしている‘listen'を用いる こ
とはできているが，これを‘listento'と産出できている英文が少なし、。英文






たことについて，キーワ ー ドを使用 しながら ，キーワードには明記されて
いない 「人」を主語に用いて英文を産出することと指摘する。フィ ンラン
ドの中学生が「人」を主語に選択できている割合が高い設聞は QI，Q3， 
Q4，そして Q8である。 これらの適文率の平均は 90.3%と高確率で適文が




subiectQI subiectQ2 OJcr SUDJCr 
nl % n2 % 1 nl % n2 % 
1: tomorrow 10.3 0 0.0: 1: Chrislmas 21 72.4 18 85.7 
2: tesl 0 0 0 0 12: winler 2 6.9 50 
3: people 25 86.2 21 84.0 13: people 10.3 2 66.7 
4: there 3.4 100 14: there 0 0 0 0 
5: it 0 0 0 0 15: it 0 0 0 0 
6その他 o 0 0 0 16その他 2 7 50 
7主語なし o 0 0 0 17主語なし o 0 0 0 
8前置詞句 o 0 0 0 18前置詞句 3.4 0 0 
total 29 100 22 75.9 1 toal 29 100 22 75.9 
-一一一一一_s_~~j~_C.iC一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一一-~~一一一一一一一一一一一一一一一L一一一一一_~ll~l".~~__一一一一j一一一一一一一一一一一一一一豆?一一一一一
1: cinamon bllns 14 46.7 12 85.7 11: Finland 6 20.7 50.0 
2: Finland 2 
3: people 1 
6.7 50.0 2: sauna 7 24.1 5 71.4 
36.7 8 72.7 3: people 10 34.5 10 100 
3.3 100 4: there 3.4 。 。。。 。5: it 。 。。 。。。 。6その{也 3.4 100 。。 。7主諮なし 3.4 。。






total 30 100 22 73.3 I total 29 100 19 65.5 
-一一一_~ll~l".~~ __一一一一一一一一一一一一一一一一一一一巳一一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一_~~þj" c:!__一一一一一l一一一一一一一一一一一一一g~-一一一一一一一一一一一一一一一
1: Saara 17 56.7 16 94.1 1: Cαnada 21 70.0 17 81.0 
2:eye(s) 1 36.7 1 100 12: ice hockey 10.0 2 67 
3: b叩 1I1ifll 0 0 0 0 13: slrong 0 0 0 0 
4: p氾ople 3.3 100 14:people 16.7 100 
5: there 0 0 0 0 15: there 0 0 0 0 
6: it 0 0 0 0 16: it 0 0 0 0 
7その他 3.3 0 0 17その他 o 0 0 0 
8主語なし o 0 0 0 18主語なし o 0 0 0 
9前置詞句 o 0 0 0 19前置詞句 o 0 
2: snow 。 。。 。2: music 3.7 。
3:day 。 。。 。3: listen (ing) 。 。。
4: people 3 11.1 3 100 4: people 23 85.2 21 
5: there 6 22.2 6 100 5: there 。 。。
6: it 2 。 50 6: it 。 。。
7その他 。 。。 。7その他 。 。。
total 30 100 28 93.3 1 total 30 100 24 80.0 
-一一一一一一_s.~~_e_c.iC一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一--~~一一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一_~ll~l".~~__一一一一j一一一一一一一一一一一一一一g~一一一一一一一一一一一一一一一






8主語なし o 0 0 0 18主諮なし o 0 0 0 
9前置詞句 11 40.7 0 0 19前置詞句 3.7 0 0 





きは， Q7の適文率の低さである 。考えられる原因は， Q7は[Januaryl snow 
????
I much 1を用いて英文を産出する設問だが ，30文のうち 23文 (76.7%) の
生徒がフィンランド語で“Tammikuussaon palion lunta."と書いている。 日本
語に訳すと 1I月は雪が多い。Jという内容である。詳細は次章の考察で
述べるが，この ‘ on' は I ~ である 。 J または I ~ が存在する J という意味を
持っている(吉田 ，2014)。“tammikuu笠皇"は，英語で‘旦 January'を意味し
ている。 この前置詞句を文頭に置き，その直後に動詞を用いて産出 した非
文法的な英文が 11文 (40%)ある。補足すると ιit'を主語として用いた英文








のフィンランド人と日本人との適文率の差は 61.3である O フィンランドの
中学生 l名のみが“Amobile phone hear music."と書いたが ，85%が 「人」を
英文の主語として選択し“区コ canlisten to music匝亘百 mymobile 
phone."を産出することができている 。主 として考えられる理由は， 2章に
述べたようにフィンランド語の基本的な語順は英語と同じ svoである O 加
えて 1人称 と2人称の主語を省略可能であったとしても動詞が 6通り ，
人称ごとに変化する必要がある 。つまり ，主語と動詞の関係を常に考えな
ければならない習慣が身についているという点は，英語学習に肯定的に影
響していると推測される 。 反対に ， 日本語は統語 的 には 主題型(topic 
prominent)言語であると考え られ(毛利， 1980) ， 日本語文の先頭部分が
英文の主語となるとは限らない。Fukushima(2013)に指摘があるが ，Q8を
日本人高校生は 127文(全体の 61.7%)もが英語で‘Mymobile phone can listen 
to mUSlどと書いた。 1僕の携帯電話」の部分はあくまで主題(topicl であ









subiect subiect ト一一一一一一ー よー
1 n1 % n2 % 1 1 n1 % n2 % 
1: lomorrow 38 18.7 2 5.3 II:spring 73 37.6 7 13.7 
2: lesl 15 7.4 6 40.0 12: chertァblossoms 71 36.6 21 41.2 
3: people 90 44.3 52 57.8 13: people 24 12.4 20 39.2 
4: there 18 8.9 17 94.4同 the日1.5 3 5.9 
5:it 33 16.3 5 15.2 15:it 0 0 0 0 
7その他 2 1.0 50.0 け その他 12 6.2 0 0 
8主語なし 7 3.4 0 0 18主語なし II 5.7 0 0 
tota1 1 203 100 84 41.4 1 旬回 1 194 100 51 26.3 
-一 s山担一一一一一一一一i一一一一一一一一一一一一旦ミ一一一一一一一一一一一一一一l一一一一一一一一一日住ct 一一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一9.~一一一一一一一一一一一一
1: Udon 96 47.5 30 3 J.3 1 1: Japan 94 48.5 39 41.5 
2: Kagawa 53 26.2 20 37.7 12: earlhqllake 36 18.6 12 33.3 
3: people 33 16.3 25 75.8 13: people 5 2.6 4 80.0 
4: there 0.5 100 卜4:there 32 16.5 29 90.6 
5:it 8 4.0 12.5 15:it 6 3.1 16.7 
7その他 7 3.5 3 42.9 け その他 3 1.5 0 0 
8主語なし 4 2.0 0 0 18主語なし 18 9.3 0 0 
tota1 1 202 100 80 39.6 1 total 194 100 85 43.8 
一一一一 s虫1巴 一一一一一一一l一一一一一一一一一一一一9?一一一一一一一一一一一一一一上一一一一一一一 sul恒三 一一一一一一一I一一一一一一一一一一一一旦互一一
1: Yoshiko 95 44.4 59 62.1 1 1: Bκazil 123 61.8 26 21.1 
2: eye 115 53.7 38 33.0 2: soccer 30 15.1 2 6.7 
3: beallifll 。。。。3: slrong 。。 。。
4: people 0.5 100 4: peop1e 9 4.5 6 66.7 
5: there 。。。。5: there 0.5 100 
6: it 2 0.9 。。6: it 6 3.0 。。
7その他 0.5 。。7その他 12 6.0 。。
8主語なし o 0 0 0 18主語なし 18 9.0 6 
total 1 214 100 98 45.8 1 subject 199 100 36 18. I 
一一一一封切巨L一一ーし-一一一一一一一 __97_一一一一一一一一一一一一_L一一一一 __s_u.~_e_c.~__一一一一 I一一一一一一一一一一_g_8. _一一一一一一一一一一
1: JlIne 8141.8 21 25.9 II:Mobilephone 167 81.1 6 3.6 
2: rain 1.5 0 0 12:TV 0.5 0 0 
o 0 13: walch (ing) 0 
9 69.2 14: people 35 
57.1 15:there 0 
6 15.4 16: it 
14.3 17そ広也 0 
8主語なし 34 17.5 0 0 18主語なし
tota1 194 100 45 23.2 1 toぺal 1 206 
n1英文の主語選択，n2選択された主語の適文率
3: day 3 1.5 
4: people 13 6.7 
5: there 14 7.2 
6: it 39 20. I 
7その他 7 3.6 
。。。
17.0 28 80.0 。。。
1.5 。。。。。。。。
100 34 16.5 
次に Q4の設問では [FinJand / sauna]を使用して英作文することになって
いるが，“inFinJand is Jot of saunas."と“inFinJand have saunas."という 文が合
わせて 3 文産出された。これらはフィ ンランド語で“Suomessa on palijon 





詞をつけて ， 文頭に置くことが多い 。 加えて，この‘ on' は r ~ である 。」 ま





最後に Q7に関して， 30名のうち 23名がフィンランド語で“tammikuussaon 
palion lunta."と書いている。 日本語に訳すと r1月は雪が多い。」 という内





















フィンランド語は英語と「語問 J，つまり 「スペース 」 という概念を共有
していることである。英語とフィンランド語は異なる語族ではあるが，こ
の語聞のノレールを共有していることは初級学習者には大きな肯定的な影響




(5-a) Han juo paljon. 
(5-b)彼はたくさん飲みます。
(6-a) Han sy凸paljon.




































フィンランドの中学生の教科書 (SmartMove3) p.184) 
Huom3i: 
1. Sanlaj量rjes句忌酎咽加問i~主乱闘iUni
Tl1e~e <lre 25 PUpils. iIlJmI cb~. 
山 hτ;J;耐，13.
1$ ~ijolt曲銅 IUU車内陣蝿札
フィンランドの中学生の教科書 (SmartMove3) p.193) 
フィンランド語には英語の‘there i s~'構文に対応する構文が存在しない 。
????
加 えて ，場所を表わす語は文頭にくることがある 。そのような語順の違い
の説明も「文字」 と「語間」のルールを共有しているため ，一見 してそれ
ぞれの語の意味が理解できるようになっている 。
日本語と英語が共有しているルールの数に限りがあることは承知してい
るが， 昨今 「英語は英語でJ と言われて久しく，母語の転移の研究，とく
に日本語母語話者の母語による転移に 関する研究は以前ほどの勢いはな
い。あるいは，Ringbom(1987)が次に指摘するように，母語と対象言語の
違い (linguistic differences) に着目しすぎて ，その反対である類似性
(linguistic similarity)を大切に扱わなかったためかもしれない。
‘(前略)there are few consistent investigations of how li時 uisticsimilarity 
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